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 2009 年度の国内携帯電話市場は前年度比 97.5％で幕を閉じる 
～ データ通信カード市場の成長が著しく年間出荷台数 200 万台を大きく上回った ～ 

 

 株式会社テクノ・システム・リサーチは国内市場向け携帯電話出荷台数の統計資料『月刊携帯電話機出荷統

計情報』2009 年 4 月号～2010 年 3 月号のデータ集計を行ない、2009 年度の国内携帯電話市場（データ通信カ

ード含む）が 3,695 万 5 千台となったことを発表します。 
 

 市場規模は 2008 年度に引き続きマイナス成長となり、これにより 2 年連続でマイナス成長を記録した。しか

しながら、マイナス幅は 2008 年度と比べると大幅に改善された。2008 年度がマイナス 26％成長であったのに

対して、2009 年度はマイナス 2.5％であり、市場が徐々に回復傾向にあることを窺わせる。 
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携帯電話機とデータカードの出荷台数の推移
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2009 年度は通信事業者各社がARPU（Average Revenue Per User：1 契約当たりの月間平均収入）の向上が期

待できるデータ通信サービスに大きく比重を置いた結果、データ通信カードの調達（出荷）台数が増加した。

データ通信カード市場の成長はE-Mobile がサービスを開始した 2007 年度より徐々に成長し始め、2008 年度は

インターネットプロバイダを中心としたMVNO（Mobile Virtual Network Operator：仮想移動体通信事業者）に

よるデータ通信サービスが本格化したことで成長に拍車がかかった。さらに 2009 年度はWILLCOM CORE 3G
サービスや WiMAX の商用サービスがスタートしたのに加えて、docomo が本格的に参入したことで市場が大

きく成長した。2008 年度の総出荷台数は 100 万台に達しなかったが、2009 年度は 200 万台を大きく上回る市場

に成長し、今後も順調に伸びていくことが見込まれる。



 各通信事業者向けの出荷動向を見てみると、docomo とKDDI が 2008 年度に比べると出荷台数を減らしたの

に対して（docomo：2008 年度 1,791 万 6 千台／2009 年度 1,699 万 1 千台、KDDI:2008 年度 1,093 万 4 千台／2009
年度 958 万 8 千台）、Softbank と E-Mobile はプラス成長を遂げた（Softbank：2008 年度 809 万 6 千台／2009 年

度 891 万 1 千台／E-Mobile：2008 年度 101 万 4 千台／2009 年度 117 万 1 千台）。また、2009 年度より商用サー

ビスが開始されたMobile WiMAX とWILLCOM CORE 3G 向け出荷も市場全体の 1 割弱を占めた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通信事業者別調達台数シェア 2009年度
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携帯電話機メーカー別の出荷状況を見てみると、市場シェアでは Sharp が前年に引き続きトップを確保し、2

位には同じく前年と同様にPanasonic が入った。また、2008 年度 3 位だったNEC は 4 位に後退し、代わって昨

年度 4 位だった Fujitsu が 3 位に上がった。 
日系メーカーで 2008 年度に比べて出荷台数が伸びたのは Sharp、Fujitsu、Kyocera の 3 社のみで、残りの 5

社（Sony Ericssonを含む）は軒並みマイナス成長を記録した。主にKDDI向けに出荷をしているメーカーはKDDI
の在庫調整の影響を大きく受けたが、なかでもCasio Hitachi は冬春モデルでHitachi ブランドの新製品が発売さ

れなかったことも大きなマイナス要因となった。またプラス成長を遂げたKyocera は、薄型モデル「K002」が

大ヒットを遂げたことがプラス成長の主因となった。 
日系メーカーが苦戦を強いられている一方で、海外メーカーの出荷台数が前年度比で大幅に成長を遂げた

（2008 年度 468 万 3 千台／2009 年度 612 万 8 千台）。Apple の iPhone シリーズの新製品が発売されたことなど

が成長の要因の一つであるが、特に Samsung、LG、Pantech の韓国メーカーの成長が著しかった。2008 年度の

3 社合計の出荷台数が 136 万 4 千台だったのに対して、2009 年度は 271 万 5 千台と 2 倍近い成長を遂げた。ま

た、データ通信カードも全体の 9 割以上を海外メーカーが出荷しているのが大きな成長要因であった。 
2010 年度も引き続き日系メーカーが苦戦する一方で、海外メーカーが順調に成長していくものと見られる。 

 
 
 
【資料紹介】 
『月刊携帯電話機出荷統計情報』は各携帯電話機メーカーの通信事業者向け出荷台数を、毎月各モデル別に

調査し統計を取って資料として纏めておりますので、メーカー別に加えてモデル別データを必要とする顧客に

とって最適の資料となります。 
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